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   a.   和語：書く /kaku/̶嗅ぐ /kagu/，炊く /taku/̶抱く /daku/，粕 /kasu/̶数 /kazu/ 
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   b.   漢語：血行 /kekkoo/̶月光 /gekkoo/，特段 /tokudan/̶独断 /dokudan/，基層 /kisoo/̶
寄贈 /kizoo/






   a.   tor-ta→ totta（取った），kaw-ta→ katta（買った）
   b.   yob-ta→ yonda，*yodda（呼んだ），sakeb-ta→ sakenda，*sakedda（叫んだ）
そのため和語では有声促音は（3）に挙げたような一部の強調形などに限られる。
（3）  和語における有声促音







   a.   nit-→ nittyoku（日直），nikkoo（日光），nitigoo，*niggoo（日豪）
   b.   zit-→ zippi（実費），zitti（実地），zitugi，*ziggi（実技）
　外来語では（5）のように有声促音が見られるものの，単語によっては（6）のように本来有声
で現れるはずの促音が無声音として現れる。この無声化は音韻論的に条件付けることが可能で，
促音の直前の音節に有声阻害音を含む場合に起こる（Nishimura 2003, 2006, Kawahara 2006）。
（5）  外来語における有声促音
   a.   /dd/：kiddo（キッド），reddo（レッド），heddo（ヘッド）
   b.   /gg/：huraggu（フラッグ），eggu（エッグ），reggu（レッグ）
   c.   /zz/：zyazzi（ジャッジ），ezzi（エッジ）
（6）  外来語における有声促音の無声化
   hottodoggu～ hottodokku（ホットドッグ），beddo～ betto（ベッド）
Kawahara（2006）はこの無声化の起こる背景を説明する中で，重子音は単子音より有声阻害音が
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（8）  有声促音の地理的分布（高山 2012: 140–143より）
   a. /bb/                  b. /dd/































　調査は 2013年 9月に熊本県天草市にて行った。話者は合計 9名で，地区ごとの内訳は（10）
に挙げたとおりである。
（10）  話者一覧（地区と話者識別記号，生年，性別）
   a.   大島子MK，1937年，男性
   b.   本渡 IT，1941年，男性
   c.   今富 TK，1929年，男性
   d.   今富 SY，1937年，女性
   e.   深海MD，1944年，男性
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   f.   深海 TK，1948年，男性
   g.   深海 YT，1954年，女性
   h.   深海 ST，1949年，男性
   i.   牛深HN，1938年，男性






   a.   動詞接辞：アッドーター（あるだろう）／クッジャー（来るだろう）
   b.   複合動詞：エッダス（選び出す）／ウッダス（売り出す）
   c.   漢語：ハッドーキ～ハッドキ（発動機）／カッドー（活動）










（12）  推量ドー（藤原 1991，秋山 1983）
   a.   カイタドー（書いただろう）
   b.   タランドー（足りないだろう）
   c.   アッドー（あるだろう）
   d.   フッドー（降るだろう）
　このうち，（12c, d）について本渡，大島子，今富，深海では促音を伴っていた。本渡方言にお
けるドーの音声波形とスペクトログラムを（13）に示す（音響分析は 4節で行う）。




   a.   アイド (ー )（あるだろう）








（15）  断定ジャ（藤原 1991，秋山 1983）
   a.   学校ジャロ（学校だろ）
   b.   ジャットジャナー（そうだねえ）
   c.   ホントジャッタ（本当だった）
（16）  促音を伴う断定ジャ
   a.   イタッジャイロー（行ったのだろう (か )）
4 牛深方言に関する議論は 3.4節で行う。
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   b.   ヨカッジャ（よいのだ）






   a.   イッタッチャロ（行ったのだろう）







   a.   ウッダス（売り出す）
   b.   エッダス（選り出す）
    cf. ヨビダス，*ヨッダス（呼び出す）










   a.   ハッデン（発電）
   b.   カッドー（活動）5
   c.   ハッドーキ～ハッドキ（発動機）
5 話者によってはクヮッドー [kwaddo:]も見られる。
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（23）  鶴田（2014）に挙げられている牛深方言において有声促音を含む形式
   a.   イタッジャンバ，イタッチャガヤ（行ったのですよ）
   b.   イタッジャガバ（行ったのですよ）
   c.   ツッパッタッジャガヤ（落ちたのだよ）
   d.   オイゲ，オッゲ（我が家）
   e.   オイケント，オッゲント（俺の女房，家内）












（24）  高田（2013）による閉鎖区間の声帯振動パターンの分類 6
   a.   声帯振動なし
   b.   残余的声帯振動（先行母音からの持続）
   c.   破裂前声帯振動（後続子音の prevoicing）
   d.   残余的声帯振動と破裂前声帯振動の組み合わせ







































本渡  37 16
大島子  46 29
今富  28  8
深海 124 33
牛深   4  7





  a. 本渡                  b. 大島子
  c. 今富                  d. 深海






本渡  24（64.8%）  37
大島子  42（91.3%）  46













分からないが，約 40%を占めている（スライドは 2015年 7月 30日時点で http://researchmap.jp/yearman/
voicedgeminateWS/にて公開されている）。
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（32）  基本統計情報（有声促音，残余的声帯振動）
本渡 大島子 今富 深海
最大値 167.8 157.2 228.5 197.8
平均値 128.0 101.8 122.0 111.1
標準偏差  18.3  37.0  44.9  48.8
中央値 120.3  85.3 112.9 113.1
最小値 107.9  79.2  40.5  21.2
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（34）  天草諸方言における閉鎖区間の時間長
        a. 本渡              b. 大島子







176 松浦年男／国立国語研究所論集 10: 159–177 (2016)
（35）  本渡方言 /gg/，/g/の後続母音の F1（単位：Hz）
番号 コッゴ コゴ コッコ ココ
1 304.46 393.37 370.53 380.27




平均 302.70 381.13 377.23 363.71











































Nishimura, Kohei (2003) Lyman’s Law in loanwords. Master’s thesis, Nagoya University.










Tateishi, Koichi (1990) Phonology of Sino-Japanese morphemes. University of Massachusetts Occasional Papers in 
Linguistics 13: 208–235.
鶴田功（2014）『天草方言集』私家版（第 8版）．
Phonological and Phonetic Description of Voiced Geminates  
in Amakusa Japanese 
MATSUURA Toshio
Hokusei Gakuen University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
This article reports on the phonological distribution and acoustic phonetic realizations of voiced 
geminates in Amakusa Japanese. Results from fieldwork elicitation demonstrate that most dialects 
in Amakusa Japanese have voiced geminates, not only in foreign words but also in Yamato and 
Sino-Japanese words. Moreover, the findings indicate that the fully-voiced pattern in geminates is 
found at many closure intervals.
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